
 

 

 

水稲ヘリ防除 本格スタート 

 

 

出穂時期を迎え、ＪＡ筑紫無人ヘリ防除作業部会が

行う水稲の病害虫防除作業が８月５日から始まりまし

た。 

２０２１年度水稲防除作業の依頼数は１８１０件、

面積は約２３８ha を予定。出穂状況や病害虫の発生状

況、天候などに十分注意しながら９月中旬まで作業を

行っています。 

部会は、ＪＡ管内の組合員１０名で構成。無人ヘリ

２機による米・麦・大豆の病害虫防除活動に取り組み

ます。毎年７月下旬に事前検討会を行い、安全運行を

心がけ、農薬を散布するヘリの高さや風向きに十分注

意を払っています。 

ＪＡ農産課の担当職員は「組合員のために安全を確

保しながら確実な防除に努めてほしいです」と話しま

した。 

 

 

 

ＪＡＳＳで農産物ＰＲ・スタンドでマルシェ開催 

 

 

ＪＡ筑紫は、福岡ライフエナジー(株)と共同で８月

２３～２７日の５日間、「野菜マルシェ」を開きました。 

利用者にＪＡとライフエナジーのことを知ってもら

うため、ガソリンスタンドで野菜マルシェを開き、相

乗効果を図ろうと企画。 

期間中、春日市のＪＡＳＳ―ＰＯＲＴ春日で、アス

パラガスやオクラ、ピーマンなど地元で穫れた新鮮な

農産物の詰合せを１袋１００円で販売。また、２００

０円以上給油をした利用者を対象に、抽選でレシート

に「当たり」を発券し、詰合せ１袋をプレゼントしま

した。利用者は「新鮮な農産物を手に取りやすい価格

で購入できて嬉しいです」と笑顔で話しました。 

ＪＡＳＳの渡辺和也店長は「この機会にＪＡとライ

フエナジーのことを知ってもらい、今後も利用してほ

しいです」と話しました。 

 


